
 

・ 新東名を利用することで、目的地までの所要時間が大幅に短縮、自社便で２往復が可

能となり、輸送コストが約２５％削減 

・ 新東名 清水連絡路の開通により、南北方向の企業活動においても効果を発現 

■自社便で２往復が可能となり、輸送コストが約２５％削減 

・厚木に緩衝材を輸送している清水工業団地のＡ社は、新東名利用により所要時間が往復

１時間削減したため、自社便での２往復が可能となりました。開通前に業者に委託し輸

送（１往復）していたころより、コストが約２５％削減しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■国道５２号の通行止め時に迂回利用（輸送の確実性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清水工業団地

 新東名高速道路の利用で運送時間

が往復約１時間短縮し、自社便（４

ｔの２往復）を活用できるようにな

りました。これにより、約２５％の

輸送コスト削減を達成できました。 
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 国道５２号が止まると、富士宮

方面から迂回していました。 

 新東名開通後は、通行止め時も普

段通り出荷できています。 
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１６．企業活動の変化 
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整備効果について 




